
HEAT20 からのメッセージ 2018 報告会 

 

  主 催  2020 年を見据えた住宅の高断熱化技術開発委員会 

  (HEAT20｢Investigation committee of Hyper Enhanced Insulation and Advanced Technique for 2020 houses｣) 

    後 援  一般財団法人 建築環境・省エネルギー機構 

 

  開催日時  2018 年 5 月 10 日（木）午後 1 時 00 分～4 時 40 分 

            

  会場（場所）四谷区民ホール（９階） 

       （〒160-8581 東京都新宿区内藤町 87 番地  受講申込書参照） 

  受講料   2,000 円／人 （テキスト代・消費税含む） 

 

講演内容（プログラム） 

12:30  受付開始 開場 

13:00  開会 

13:05  挨拶 家庭部門マイナス 39%に向けて HEAT20 に求められるもの 

HEAT20 委員会委員長 東京大学名誉教授 坂本 雄三 

 

第一部 HEAT20 の行動 

13:25 HEAT20 グレード住宅を検証する  その効果とは（中間報告） 

検証 WG主査：近畿大学建築学部長 教授 岩前 篤 

13:50 共同住宅のグレード G1・G2 を考える  戸建より難しい共同住宅 

設計 WG委員：株式会社砂川建築環境研究所代表取締役 砂川 雅彦 

14:15  その建設地点の G1・G2 をどう考えるか  UAの補正 

 設計 WG 委員：ものつくり大学建設学科准教授 松岡 大介 

 

14:30～14:45  休憩 

 

第二部 パネルトーキング 

14:45  HEAT20 グレードの実践  その方法と価値と期待 

    なぜ HEAT20 を実践するのか？ 

  HEAT20 に対して次に期待するものとは？ 

  パネラー 表彰工務店代表者 

（前出）鈴木  大隆、岩前 篤、砂川 雅彦 

  司会進行  住宅技術評論家 南 雄三 

 

16:20  HEAT20 はこれから何を目指すのか 

   設計 WG 主査：（地独）北海道立総合研究機構建築研究本部長 兼 北方建築総合研究所長 鈴木 大隆 

 

16:40 閉会挨拶      

断熱建材協議会 会長： フランシス・ショレー 

 



 
 

 
 

  
 

   
 

 

   
  

 

  
 

 
  

 

  
 

 
  

 

  
 

 
  

 

  
 

 
  

 

  
 

 

 
  

 
        

 

 

   
 

 

 
 

 

会場のご案内 

 


